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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和３年１１月１７日（水）  

 

２ 確認箇所 

  Ａ排水路 

 

３ 確認項目 

Ａ排水路ＰＳＦモニタの設備更新状況 

 

４ 確認結果の概要 

構内の各排水路では、原子炉建屋、タンク及び配管等からの汚染水※漏え

い検知を目的に、ＰＳＦモニタ※により排水路内の水の放射能濃度を監視し

ている。 

構内を東西に流れるＡ排水路に設置されていたＰＳＦモニタは、主に降雨

時のフォールアウト※由来のγ線放出核種と汚染水由来のβ線放出核種を分

けて検出できないことから、水路の水をスクリーンに通してフォールアウト

の影響を軽減してきたが、指示値が上昇した際は、フォールアウトの影響が

ないか確認する必要があった。 

今回、フォールアウトの影響を回避し、汚染水の漏えいをより早期に検出

できるタイプの弁別型ＰＳＦモニタ※に更新されたことから、その状況を確

認した。（図１） 

・設備の更新は完了しており、既設のＰＳＦモニタはポンプアップしたノッ

チタンク内に設置されていたが、弁別型ＰＳＦモニタの検出器はＡ排水路

に直接設置されていた。（写真１） 

・既設のＰＳＦモニタの検出器と測定部盤は撤去されており、Ａ排水路から

のポンプアップに使用していた揚水ポンプは停止していた。（写真２） 

・東京電力では、今月末までに既設のＰＳＦモニタを撤去することとしてい

る。 

 

※ 汚染水：β核種であるストロンチウム９０等に汚染された水。 

※ ＰＳＦモニタ：放射線を検出・発光するセンサー光ファイバを用い、ファイバケー

ブルに入射した放射線から光電子倍増管を使用して、β線とγ線の

合計値を計測する機器。なお、ＰＳＦはPlastic Scintillation 

Fiberの略である。 

※ フォールアウト：事故時に放出され、環境中に残存している放射性物質（主要核種

はγ核種であるセシウム134、137）。 

※ 弁別型ＰＳＦモニタ：β線とγ線、γ線の両方の検出部を有し、それぞれの計測さ

れた値の差分からβ線も計測できるＰＳＦモニタ。 
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

 弁別型ＰＳＦモニタの設置状況 

（東側から撮影） 

 

 

（写真１－２） 

 検出器の状況 
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（写真２－１） 

 既設のＰＳＦモニタの検出器 

（令和２年４月10日撮影） 

 

（写真２－２） 

 撤去後の状況 

（令和３年11月17日撮影） 

 

（写真２－３） 

既設のＰＳＦモニタ測定部盤の設置

状況 

（令和２年４月10日撮影） 

 

（写真２－４） 

 撤去後の状況 

（令和３年11月17日撮影） 

 

 

（写真２－５） 

 サイクロン揚水ポンプ盤の状況 

（北側から撮影） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。
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